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自治体総合フェア2024

出展内容

「デジタル田園都市国家構想」の先導役として
「スーパーシティ」及び「デジタル田園健康特区」の取組を

デジ田構想企画において紹介しました！

デジ田スピーカーズコーナー

事例紹介
デジ田スピーカーズコーナー

交流会
特設パビリオン

ブース出展

地方創生推進事務局

加賀市

加賀市 地方創生推進事務局

加賀市

実施担当実施担当実施担当

スーパーシティ・デジタル田園

健康特区の構想や取組について、

説明員立会いのもと紹介

デジタル田園健康特区に指定され

ている加賀市の取組事例について、

プレゼンテーション

官民連携に関心の高い自治体職

員や企業担当者との交流による

情報交換



自治体総合フェア2024

【参考】デジタル田園都市国家構想実現会議事務局 協力企画 概要

＜自治体総合フェア2024 開催概要＞

会期 ：2024年５月15日(水)～17日(金)

会場 ：東京ビッグサイト

主催者 ：一般社団法人日本経営協会

出展企業・団体：94社・団体

イベント来場者：10,040名

自治体総合フェア2024において、内閣官房デジタル田園都市国家構想実現会議事務局協力のも

と、公民連携によるデジタル田園都市国家構想の推進に関する施策や取組等の紹介をする企画が

行われ、内閣府地方創生推進事務局も参画しました。

企画内容

デジタル田園都市国家構想協力企画 特設パビリオン

10の企業・団体が参加

特設パビリオン１

特別企画セミナー２

デジ田スピーカーズコーナー３

事例紹介 交流会



特設パビリオン

（１）ブース出展

内閣府 地方創生推進事務局と加賀市の共同ブースには、全国の自治体職員を始め、公民連携へ

の関心が高い民間企業等多くの方々が訪れ、スーパーシティやデジタル田園健康特区の概要や取

組等について耳を傾けていただきました。

取組等について紹介する様子出展ブースの目印地方創生推進事務局／加賀市出展ブース

スーパーシティ・デジタル田園健康特区の

全体像や最先端の取組状況をパネル展示・説明員から紹介



デジ田スピーカーズコーナー

（２）事例紹介（プレゼンテーション）

デジタル田園健康特区・加賀市から
規制改革とデジタルの活用による特区としての事業推進等の

具体例についてプレゼンテーション

＜登壇内容＞

「デジタル田園健康特区・加賀市～規制改革×デジタルによる地方創生モデルの創出～」

岩城 秀雄 氏 加賀市イノベーション推進部 行政デジタル課長兼国家戦略特区室企画官

西審議官からの開会挨拶 加賀市によるプレゼンテーション

「医療版情報銀行」など規制改革を伴う事業や、顔認証を活用した生体パスポートの取組など、

デジタル田園健康特区としての取組状況を紹介し、100名近くの方にご参加いただきました。



デジ田スピーカーズコーナー

（３）交流会

国の実務担当者や自治体職員、企業担当者等同士が

デジタル田園都市国家構想の実現に向けフランクに話し合える場に

加賀市担当者及び内閣府国家戦略特区担当者で交流会に参加し、全国の自治体職員や企業担当者

等との交流を図りました。スーパーシティ・デジタル田園健康特区での取組等と各自治体・企業

の取組について情報交換し、今後の共創の可能性を探りました。

交流会会場 加賀市とのコミュニケーション



特設パビリオン・デジ田スピーカーズコーナー

【参考】出展資料

■内閣府ブース展示・配布資料

スーパーシティ・デジタル

田園健康特区パンフレット

こちらからご覧ください

つくばスーパーサイエンス

シティ構想(リーフレット)

こちらからご覧ください

大阪府・大阪市スーパーシ

ティ構想(リーフレット)

こちらからご覧ください

https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/supercity/openlabo/pdf/supercity_pamphlet.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/supercity/pdf/TSUKUBA_SUPER_SCIENCE_CITY_INITIATIVE_JP.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/supercity/pdf/OSAKA_SUPER_CITY_CONCEPT_JP.pdf


特設パビリオン・デジ田スピーカーズコーナー

【参考】出展資料

■内閣府ブース展示・配布資料

スーパーシティ・デジタル田園健康特区インタビュー

こちらからご覧ください つくば市

大阪府・大阪市

加賀市

リーフレット「法律などのルールが

問題で事業がうまくいかず困ってい

ることはありませんか？」

こちらからご覧ください

■加賀市ブース展示資料／プレゼンテーション資料

（別紙１）展示パネルデータ

（別紙２）デジ田スピーカーズコーナー登壇 プレゼンテーション資料

https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/supercity/pdf/supercity_231222_interview.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/supercity/pdf/supercity_240112_interview.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kokusentoc/supercity/pdf/supercity_240126_interview.pdf
https://www.chisou.go.jp/tiiki/kouzou2/pdf/siryou/leaflet3.pdf


デジタル田園健康特区・加賀市

～規制改革×デジタルによる地方創生モデルの創出～

医療版情報銀行構想によって目指す健康寿命の延伸
医療機関データと、PHRや行政データの組み合わせによる新しい価値の創出

デジタル田園健康特区・加賀市の提案に基づき、「情報信託機能の認定に係る指針」の改定が実現（R5.7）
（情報銀行において健康医療情報の取り扱いが可能に）

顔認証（生体パスポート）を核をするパスワードレス社会の実現へ
マイナンバーカードをトラストアンカーとする加賀市版スマートパス構想

行政手続き

医療・介護費
縮減

避難所受付
身元確認

授業様子・行動分析 遊戯施設受付

顧客管理

処方薬確認

乗車確認

医療・介護・
救急連携

健康指導
(ロコモ・フレイル)

居宅介護支援

決済

心のケア

医 療

介護・福祉

行 政

移動・交通

子育て

防 災

教 育

ショッピング

健診・指導

顔認証

受診受付

実装済み

実装済み

実装済み

★かがにこにこパーク ★加賀市医療センター ★避難所

遊戯施設受付 受診受付 避難所受付 身元確認

市内在住者は「にこパス」の持参が不要に。
子どもは保護者のアカウントと紐づけ登録する
ので、何かあった場合に緊急連絡することも可
能です。

顔認証で「診察券」の持参が不要に。
顔認証すると予約していた診療科に案内され
ます。

避難時マイナンバーカードでも受付できます。
顔登録していれば、「マイナンバーカード」の持
参が不要に。
また、羅災証明の申請にも直結します。

住んでいるだけで健康になるまちづくりの実現

利用者・家族での活用※１

使いやすくて
安心・安全に

みんなで使って
業務効率を高める

医療職及び介護職での活用※2

未病・予防の
自律的活動へ① ②

地域での活用※3

電子カルテ 介護情報

サービス 三本柱

医療 行政健康

PHRアプリ
（ライフログ等）

医療版情報銀行 千年カルテ全国医療情報PF

③

加賀市民

二次利用

利用者・家族での活用
▶セルフケア能力の維持向上
（早期の気づき、改善へ）

✓ 自身で健康情報を管理し、閲覧できる
✓ その情報を分析し、個人個人のより良い生活改善への

アドバイスの発信

（例）

※1

医療職及び介護職での活用
▶本人の状態の維持改善及び悪化防止
✓ 在宅医療と介護・福祉施設の連携強化
✓ 入退院時の引継ぎの自動化

（例）

- 様式を電子化し、様式をやりとりする
- タイムリーに本人の状態がわかり、支援に活かす
- 診療報酬・介護報酬の算定
- 入院中のリハビリ計画の継続性

※2

（例）

地域での活用
▶情報分析し、生活課題解決の新たなサービスの

 開発、創設
✓ 金沢大学との共同研究
✓ フレイル予防AI
✓ メンタルヘルスの予防AI
✓ エビデンスの基づくプログラム提供

※3

規制改革により
取組を加速

医療版情報銀行

別紙１



e－加賀市民

https://www.kaga-e-residency.jp/

e－加賀市民証サイト
はこちらから

グローバル
スタートアップ テクノロジー

スタートアップ規制改革
AIテストベッドの整備

実証実験に関する手続きの簡素化

就労VISAに関する発給要件の設定

AIアプリ開発時の同意取得義務化
(チャットボット、ディープフェイク等）

AI事業者認定制度

AI規制改革

含み益課税の除外

20%申告分離課税

暗号資産交換時 非課税

暗号資産交換業の登録免除

LPSの事業内容拡大

web3規制改革

加賀市イノベーションセンター
グランドオープン(23年6月～)

クリエイティブ

地域・観光資源

“e-加賀市民”ネットワークによる国内外デジタルノマドが集まる地方拠点へ
イノベーション・エコシステムの地方モデル構想

具体的な取り組み

創業外国人材の事業所確保要件の緩和

創業人材等の多様な外国人の受入れ促進

開業ワンストップセンターの設置

外国人起業活動促進事業（経済産業省）

課税の特例措置

国
家
戦
略
特
区

の
特
例

デジタル田園健康特区・加賀市

～規制改革×デジタルによる地方創生モデルの創出～
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加賀市イノベーション推進部
行政デジタル課⾧
兼国家戦略特区室企画官
岩城 秀雄

加賀市
KAGA CITY

デジタル田園健康特区・加賀市
～規制改革×デジタルによる地方創生モデルの創出～

自治体総合フェア 2024年5月16日

別紙２



加賀市はこんなところ

2024年3月16日 北陸新幹線 加賀温泉駅開業 2

飛行機 1時間30分
北陸新幹線 3時間

東京から



90.0

95.0

100.0

105.0

110.0

消滅可能性都市
と呼ばれている

加賀市の特徴 人 口 推 移

加賀市

2014 2015     2016      2017     2018     2019      2020      2021       2022

白山市
小松市

野々市市

能美市

金沢市以南
で唯一

3

（%）

約63,000人



加賀市の特徴

多極分散型の都市構造

4

市内企業の
99％が中小企業

市内の約3割が
製造業従事

市内に
高等教育機関がない



スマートシティ加賀のあゆみ

スマートシティ
推進官民連携協議会の設立

スマートシティ宣言

G20スマートシティ・パイオニア都市認定

マイナンバーカード交付
全国トップクラス
デジタル社会推進賞

北陸3県初の
国家戦略特区へ認定
(デジタル田園健康特区)

地方版IoT推進ラボに選定2016.7

2019.8

2020.3

2020.10

2021 .10

2022 .4

5
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デジタル田園健康特区

7
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




創業外国人材の特例では、入国時に、
6か月以内に事業所を確保する見込み
が要件となっている。

創業のため入国する際、事業所の確保、2
人以上の常勤職員 もしくは500万円以上
の出資金の要件確認が必要となっている。

創業拠点の特区独自認定創業までの猶予期間の延⾧認定

国家戦略特区の特例

自治体が事業計画を認定すれば、
入国時の要件確認を6か月猶予する。

一定の要件を満たせば、1年間に限り、
自治体が認定するコワーキングスペースや
シェアオフィスでも事業所として認める。

国家戦略特区の特例

9

国家戦略特区における特例
（令和５年３月24日）

経済産業省における特例
(令和5年2月17日）

外国人創業活動に関する特例

経済産業省の認定を受けた加賀市では、外国
人起業家に対して、最⾧1年間の入国・在留が
認められる。

さらに、加賀市の管理・支援プログラムを活用す
ることで、地方出入国在留管理局から「経営・
管理」在留資格が付与される。

➋

➌

➊

最⾧１年６カ月のビザ猶予



情報銀行から 医療版・情報銀行構想へ

10

総務省資料:2023年11月「「情報信託機能の認定に
係る指針Ver3.0」の概要について」より抜粋

加賀市からの規制改革などの提案と、その後の国家戦略特区ワーキンググループでの検討を経て
「情報信託機能の認定に係る指針Ver3.0」の改定につながる



全国医療
情報PF

加 賀 市 民

利用者・家族にとって
▶セルフケア能力の維持向上（早期の気づき、
改善へ
 自身で健康情報を管理し、閲覧できる
 その情報を分析し、個人個人のより良い生活
改善へのアドバイスの発信

医療版情報銀行構想全体

利用者・家族にとって※１
使いやすくて
安心・安全に

みんなで使って
業務効率を高める

地域の医療・介護連携※2

未病・予防の
自律的活動へ① ② ③

先端技術導入で※3

※1 （例）

（例）

医療職及び介護職にとって
▶本人の状態の維持改善及び悪化防止
 在宅医療と介護・福祉施設の連携強化
 入退院時の引継ぎの自動化

（例）

- 様式を電子化し、様式をやりとりする
- タイムリーに本人の状態がわかり、支援に活かす
- 診療報酬・介護報酬の算定
- 入院中のリハビリ計画の継続性

地域づくり
住んでいるだけで健康になるまちづくり
▶情報分析し、生活課題解決の新たなサービスの
開発、創設

 金沢大学との共同研究
 フレイル予防AI
 メンタルヘルスの予防AI
 エビデンスの基づくプログラム提供

※1

※2

※3

予約
後払

顔認証
PASS

千年
カルテ

全国医療
情報PF

マイナ
ポータル

11

民間
サービス

フロントヤード

バックヤード 電子カルテ
共有サービス 介護情報基盤

サービス 三本柱





医療情報管理アプリ NOBORI（ノボリ）医療情報管理アプリ NOBORI（ノボリ）





https://www.kaga-e-residency.jp/
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～国家戦略特区 加賀市～

fin
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